
研究科 専　攻 学　年 氏　名 研究課題 指導教員

1 文学 総合心理科学 後期課程3年 澤村　勇希
ADHD症状を有する成人の抑うつに対するe-IPCの
有用性とその関連要因の検討

小野　久江

2 文学 総合心理科学 後期課程3年 廣川　ひとみ
COVID-19影響下における神経性過食症状とその関
連要因の検討

小野　久江

3 文学 文化歴史学 後期課程2年 谷津　亮太郎
関東平野における他者とアイデンティティーの空間的
表象に関する歴史地理学的研究

荒山　正彦

4 文学 総合心理科学 後期課程2年 朝倉　智大
視点取得の改善が社交不安症状の評価を恐れる傾
向に与える効果の検討

佐藤　寛

5 文学 総合心理科学 後期課程2年 関谷　史
認知症患者の家族介護者に対する慈悲の瞑想によ
る介入効果の検討

有光　興記

6 文学 文学言語学 後期課程2年 深谷　佳那
挿絵にみる風景画の表現：ハインリヒ・フォーゲラーを
中心として

村山　功光

7 社会学 社会学 後期課程3年 加藤　晴美
近代地方都市における＜文化実業家＞の歴史社会
学：松坂屋・伊藤祐民と名古屋

難波　功士

8 社会学 社会学 後期課程3年 中越　みずき 低所得層における自民党への投票の心理基盤 稲増　一憲

9 社会学 社会学 後期課程3年 長谷川　愛
タイのストリート世界～チェンマイのストリートチルドレ
ンから見える日常と非日常～

三浦　耕吉郎

10 社会学 社会学 後期課程3年 水野　景子
社会的ジレンマ状況におけるサンクションの逆効果
はなぜ起こるのか？

清水　裕士

11 社会学 社会学 後期課程2年 岡田　葦生
停滞する日本の政治参加に対する政治忌避態度に
よる分析

稲増　一憲

12 社会学 社会学 後期課程2年 柏原　宗一郎
多数派－少数派間の不平等維持メカニズムの解明
「不平等可視化の逆効果」に着目して

清水　裕士

13 社会学 社会学 後期課程2年 周　丹
マレビト論の再帰的再構築：中国・東南海島嶼地域を
フィールドとして

島村　恭則

14 理工学 物理学 後期課程3年 繁澤　政樹
黄道光フラウンホーファー線観測による銀河系外背
景光の精密測定

松浦　周二

15 理工学 環境・応用化学 後期課程3年 太田　優輝
アニオンラジカルの光励起種を鍵とする電子触媒ク
ロスカップリング反応の開発

白川　英二

16 理工学 生命医化学 後期課程3年 松口　宗嗣
組換えタンパク質の転写活性を利用した新規の遺伝
子発現制御モデルの構築

平井　洋平

17 理工学 環境・応用化学 後期課程2年 久保　直輝
量子ドット─有機分子配列構造に基づく新規光捕集
系の構築

増尾　貞弘

18 理工学 生命医化学 後期課程2年 日向　大智
RFFLを標的とした嚢胞性線維症に対する核酸医薬
品の開発

沖米田　司

19 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程3年 張　麗
中国語の雑談における相互行為としての評価─不同
意連鎖の分析

森本　郁代

20 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程3年 西阪　亮
「親しさ」を示し合うメタ・コミュニケーションの研究─
相互行為分析の視点から─

森本　郁代

21 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程2年 宋　元祺 外省人作家の台湾経験とその文学 大東　和重

22 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程2年 潘　雷 ロードムービーとジェンダー 塚田　幸光

23 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程2年 平野　牧子
文体論的分析から読むカズオ・イシグロのテクストに
織り込まれた「抑制」の意味

松宮　園子

24 教育学 教育学 後期課程2年 伊井　健 吃音のある児童の包摂をめざした国語科教育の研究 佐藤　真

25 教育学 教育学 後期課程2年 南　咲貴子 学習者が抑圧と向き合うための国語科教育学研究 佐藤　真

※学年は、2023年4月1日時点 以上25名
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